
子
ど
も　

円　

申
し
込
み
・
問
い
合

２００

わ
せ
▼
２
月
５
日�
か
ら
マ
ー
メ
イ

ド
パ
レ
ス
（�
〈　

〉７
３
５
１
）
へ

９２

と
き
▼
３
月
２
日�
午
前
９
時　

分
２０

と
こ
ろ
▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル　

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人　

参
加
費
▼　

円
／
種
目

５００

（
リ
レ
ー
は
別
に
１
チ
ー
ム
２
０
０

０
円
、
市
水
泳
協
会
未
加
入
の
人
は

別
途
協
会
費
が
必
要
）　

申
し
込
み

▼
２
月　

日�
ま
で
に
参
加
費
を
添

１６

え
て
マ
ル
タ
カ
ス
ポ
ー
ツ
店
（
御
幸

本
町
／�
〈　

〉３
４
７
４
）
ま
た
は
、

７６

２
月　

日�
・　

日�
午
前　

時
〜

１５

１６

１０

正
午
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ　

問

い
合
わ
せ
▼
同
協
会
（
石
川
さ
ん
／

�
〈　

〉１
５
２
８
）　

※
２
日
は
、

７５

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
の
一
般

利
用
は
午
後
１
時
以
降
と
な
り
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
　

と
こ
ろ
▼
市

１６

体
育
館　

対
戦
カ
ー
ド
▼
午
前　
１１

時
／
ア
イ
シ
ン
Ａ
Ｗ
対
東
京
海
上　

午
後
１
時
／
シ
ャ
ン
ソ
ン
対
三
菱
電

機　

午
後
３
時
／
デ
ン
ソ
ー
対
ト
ヨ

タ　

入
場
料
▼
一
般
２
０
０
０
円

（
優
待
割
引
券
利
用
で
１
５
０
０

円
）、高
校
生　

円
、
小
・
中
学
生
無

８００

料　

※
優
待
割
引
券
は
市
体
育
館
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
和
田
ス
ポ
ー

ツ
、
竹
内
書
店
、
門
前
堂
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。　

問
い

合
わ
せ
▼
和
田
ス
ポ
ー
ツ
（�
〈　

〉
９７

０
２
７
９
）、体
育
課（
市
体
育
館
内
／

�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

木
工
展

〜
ぬ
く
も
り
の
空
間
へ
よ
う
こ
そ
〜

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
主
人
公
の

オ
ブ
ジ
ェ
、
こ
い
の
ぼ
り
や
ひ
な
祭

り
な
ど
の
四
季
の
飾
り
、
お
も
ち
ゃ

や
シ
ー
ソ
ー
、
美
術
建
て
具
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。
約
１�
の
「 
鳩 
」
の

は
と

モ
ビ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

と
き
▼
２
月
４
日�
〜
３
月
２
日�

（
月
曜
日
休
園
）　

と
こ
ろ
▼
デ
ン

パ
ー
ク
館
展
示
ル
ー
ム　

問
い
合
わ

せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
（�
〈　

〉７
１
１

９２

１
）

と
き
▼
２
月
９
日�
午
後
１
時
・
２

時
・
３
時　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

定
員
▼
各　

人
２４

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円
（
入

５００

園
料
は
別
途
）　

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（�
〈　

〉７
１
１
２
）

９２

へ　

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

土
曜
講
座

「
愛
知
県
の 
火  
鑽 
習
俗
」

ひ 
き
り

と
き
▼
２
月
８
日�
午
後
２
時　

と

こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館
講
座
室　

講
師

▼ 
峯  
村 
敏

み
ね 
む
ら   

（
本
館
学
芸
員
）　

さ
と
し

映
画
会

吉
永
小
百
合
特
集
⑤

と
き
▼
２
月　

日�
午
前　

時
・
午

２３

１０

後
２
時　

と
こ
ろ
▼
同
館
講
座
室　

上
映
作
品
▼
「
お
は
ん
」（
１
９
８
４

年
作
品
） 　

体
験
講
座

「
い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
に
挑
戦
」

　

最
近
は
家
庭
で
作
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
桃
の
節
句
の
お
菓
子
「
い

が
ま
ん
じ
ゅ
う
」
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き
▼
３
月
２
日�
午
前
９
時　

分
３０

と
こ
ろ
▼
同
館
体
験
学
習
室　

講
師

▼
神
谷 
文  
子 
氏　

定
員
▼　

組
（
先

あ
や 
こ

２０

着
順
）　

参
加
費
▼
１
組　

円　

申

５００

し
込
み
▼
２
月
７
日�
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
同
館
（�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

へ　

問
い
合
わ
せ
▼
同
館

流
水
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
１
時
〜
１

２１

時　

分
、
３
月
７
日�
午
後
６
時
〜

３０
６
時　

分　

と
こ
ろ
▼
マ
ー
メ
イ
ド

３０

パ
レ
ス
流
水
プ
ー
ル　

内
容
▼
体
力
・

筋
力
作
り
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

対
象
▼
高
校
生
以
上　

定
員
▼
各　
２０

人
（
先
着
順
）　

親
子
水
泳
教
室

と
き
▼
２
月　

日�
午
前　

時
〜　

２３

１１

１１

時　

分
、
３
月
９
日�
午
前　

時
〜

５０

１１

　

時　

分　

と
こ
ろ
▼
マ
ー
メ
イ
ド

１１

５０

パ
レ
ス　
�
プ
ー
ル　

内
容
▼
ク
ロ

２５

ー
ル
や
背
泳
ぎ
な
ど
の
指
導　

対
象

▼
小
学
３
年
生
以
下
の
親
子
（
お
む

つ
な
ど
が
必
要
な
乳
幼
児
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
）　

定
員
▼
各　

組
（
先

１０

着
順
）　

入
場
料
▼
大
人　

円
、
高
齢
者　

円
、

５００

４００

�広報あんじょう　2003.2.1

「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

催
し

講
座

・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｗ
リ
ー
グ
安
城
大
会

デ
ン
パ
ー
ク
企
画
展
示
会

歴
史
博
物
館
の
催
し
も
の

市
水
泳
協
会

冬
季
水
泳
競
技
大
会

手
軽
な
バ
レ
ン
タ
イ
ン

ク
ッ
キ
ー
教
室

２月８日�午後１時～５時

①劇団 優麗 館　②Ａ・Ｐ・Ｆ　③劇団 虹夢 　
ゆうれい こーむ

④安城高等学校演劇部

２月９日�午前１０時３０分～午後２時３０分

①劇団各駅停車　②安城学園高等学校演劇部

③劇団 希求 　④劇団
ききゅう

 ２４♯ 
にじゅうよん

問い合わせ ▽文化センター（�〈７６〉１５１５）

入場無料

笑い、悲しみ、笑い、悲しみ、

そして感動をそして感動を

あなたに…。あなたに…。

マ
ー
メ
イ
ド
パ
レ
ス
の 

催
し
も
の

第
21
回

第
21
回 市民演劇祭市民演劇祭



　

冬
は
一
年
中
で
一
番
星
が
美
し
い

季
節
で
す
。
あ
な
た
も
星
空
の
宝
石

を
な
が
め
て
み
ま
せ
ん
か
。　

※
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

文
化
セ
ン
タ
ー
会
場

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
６
時　

内

２３

容
▼
惑
星
と
星
雲
・
星
団
の
観
察　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）　

※
要
整

１５０

理
券
（
２
月
８
日�
か
ら
同
セ
ン
タ

ー
で
配
布
）　

問
い
合
わ
せ
▼
同
セ

ン
タ
ー
（�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

東
部
公
民
館
会
場

と
き
▼
３
月
２
日�
午
後
６
時　

内

容
▼
惑
星
な
ど
の
観
察　

定
員
▼　
５０

人
（
先
着
順
）　

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
▼
２
月　

日�
か
ら
同
公
民

１５

館
（�
〈　

〉７
８
８
１
）
へ

７７

①
悪
質
商
法
そ
の
手
口
と
対
策

と
き
▼
３
月
５
日�
午
後
２
時
〜
３

時　

分　

内
容
▼
実
例
を
元
に
勧
誘

３０
の
手
口
と
対
策
を
紹
介　

講
師
▼
鈴

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

星
空
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

木 
八  
重  
子 
氏
（
市
消
費
生
活
相
談
員
）

や 

え 

こ

②
正
し
い
知
識　

健
や
か
ラ
イ
フ

de

と
き
▼
３
月
７
日�
午
後
２
時
〜
３

時　

分　

内
容
▼
食
品
表
示
に
関
す

３０
る
基
礎
知
識　

講
師
▼
中
野 
正 
二

し
ょ
う   

氏
じ

（
食
の
安
全
と
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

と
こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
室　

定
員
▼　

人
（
先
着
順
、
①
ま
た
は

３０

②
の
み
の
受
講
も
可
）　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
２
月
３
日�
か
ら
電

話
ま
た
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

受
講
希
望
講
座
を
記
入
し
て
電
子
メ

ー
ル
（s

h
o
ko
＠
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.

jp

）
で
商
工
課
へ

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
１
時　

分

２５

３０

と
こ
ろ
▼
安
城
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室　

内
容
▼
ト
マ
ト
作
り

（
ナ
ス
科
野
菜
の
栽
培
法
）　

講
師

▼ 
菅  
原  
眞  
治 
氏
（
園
芸
研
究
所
所
長
）

す
が 
は
ら 
し
ん 
じ

定
員
▼　

人
（
先
着
順
）　

参
加
費

１００

▼　

円
（
資
料
代
）　

申
し
込
み
・

１００
問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
ま
で
に

１９

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
同

セ
ン
タ
ー
（
〒　
�
０
０
６
６
安
城

４４６

市
池
浦
町
境
目
１
／�
〈　

〉５
２
６

７３

５
／�
〈　

〉２
１
４
１
）
へ

７６

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
３

１４

時　

分　

と
こ
ろ
▼
安
城
商
工
会
議

３０
所
大
会
議
室　

講
師
／
演
題
▼
寺
島

 
実  
郎 
氏
（
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究

じ
つ 
ろ
う

所
理
事
長
）
／
「
世
界
の
潮
流
と
日

本
経
済
展
望
」　

問
い
合
わ
せ
▼
同

会
議
所
（�
〈　

〉５
１
７
５
）

７６

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
１
時
〜
４

１５

時　

と
こ
ろ
▼
岡
崎
市
福
祉
会
館
ホ

ー
ル
（
岡
崎
市
役
所
隣
接
）　

内
容

▼
福
祉
施
設
や
介
護
支
援
事
業
者
な

ど
の
個
別
面
談
に
よ
る
就
職
説
明
会
、

県
福
祉
士
会
な
ど
に
よ
る
資
格
相
談
、

福
祉
系
大
学
や
専
門
学
校
に
よ
る
進

路
相
談
、
福
祉
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど

対
象
▼
福
祉
関
係
の
業
務
に
就
職
を

希
望
す
る
人
、
福
祉
に
興
味
の
あ
る

人　

問
い
合
わ
せ
▼
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
（�
　
〈　

〉３
２
２
４
）

０５２
２３１

寺
井
尚
子
ジ
ャ
ズ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト�
ア
ン
セ
ム�
ツ
ア
ー

２
０
０
３

と
き
▼
３
月　

日�
午
後
５
時　

分

１５

３０

料
金
▼
Ｓ
席
３
０
０
０
円   
Ａ
席
２

０
０
０
円
（
全
席
指
定
、
学
生
は
１

０
０
０
円
引
き
、
好
評
発
売
中
）　

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
会
館
（�
〈　

〉
７５

１
１
５
１
）

　

県
で
は
、
消
費
者
を
と
り
ま
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
（
旧
生
活
物
価

モ
ニ
タ
ー
）
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

商
品
の
価
格
や
表
示
な
ど
に
つ
い
て
、

消
費
者
の
目
で
調
査
す
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
▼
県
内
在
住
で　

歳
以
上
の
人

２０

（
公
務
員
な
ど
は
除
く
）　

募
集
人

員
▼　

人
程
度　

内
容
▼
①
危
険
な

３１０

商
品
や
不
当
な
取
り
引
き
（
小
売
価

格
の
異
常
高
騰
や
表
示
）
な
ど
の
監

視
と
通
報　

②
消
費
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
年
５
回
程

度
）　

③
広
告
や
表
示
な
ど
の
調
査

（
年
２
回
程
度
）　

④
消
費
者
・
物

価
行
政
に
関
す
る
意
見
や
要
望
の
提

出　

⑤
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
提

供　

⑥
県
が
特
に
必
要
と
し
た
場
合

の
需
給
・
価
格
調
査　

依
頼
期
間
▼

４
月
〜
来
年
３
月　

謝
礼
▼
年
額
１

万
２
０
０
０
円
（
予
定
）　

申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
ま

１７

で
に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
市
商
工
課
ま
た
は
県
西
三
河

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
岡
崎
市
明
大
寺

本
町
／�
０
５
６
４〈　

〉０
８
０
０
）

２７

へ　

※
応
募
用
紙
は
同
課
及
び
同
プ

ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。

広報あんじょう　2003.2.1�

市
民
会
館
の
催
し
も
の

市
民
農
業
指
導
者
研
修

福
祉
の
仕
事
総
合
フ
ェ
ア

消
費
生
活
講
座

　健全でたくましい、他の模範と

なる児童生徒や日ごろから地域で

青少年健全育成に尽力している人

を顕彰するとともに、「家庭の日」

啓発用ポスター入賞者の表彰式も

行います。あわせて記念講演も開

催します。なお、先着２００人に家庭

の日啓発カレンダーをプレゼント

します。

問い合わせ ▽青少年の家（�〈７６〉

３４３２）

青少年健全育成推進大会青少年健全育成推進大会
田中くにお氏漫談・講演会田中くにお氏漫談・講演会
青少年健全育成推進大会青少年健全育成推進大会
田中くにお氏漫談・講演会田中くにお氏漫談・講演会
青少年健全育成推進大会
田中くにお氏漫談・講演会

経
済
講
演
会

募

集

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

田中くにお●教育評論
家、尼崎お笑い軍団団
長。「３分間に１回笑わ
せます」をモットーに
お笑いを盛り込んだユ
ニークな講演を行う。

２月１１日�午後２時

文化センターマツバホール

「地域が育てる子どもたち」



を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者　

②

終
戦
で
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
た
人
（
昭
和　

年
の
引
揚

４２

者
特
別
交
付
金
の
受
給
者
）　

請
求

期
限
▼
①
遺
族
か
ら
の
請
求
は
平
成

　

年
３
月　

日　

②
平
成　

年
３
月

１７

３１

１５

　

日�
　

※
す
で
に
請
求
し
て
い
る

３１人
は
、
請
求
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

障
害
援
護
課　

　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
を
、

新
規
に
２
者
指
定
し
ま
し
た
。

名
称
／
所
在
地
／
指
定
日
▼
①
豊
田

管
工
株
式
会
社
／
豊
田
市
大
林
町　
１２

丁
目　

番
地　

／　

月　

日　

②
株

１２

１０

１２

１６

式
会
社
山
田
設
備
／
豊
橋
市
東
脇
３

丁
目　

番
地　

／
１
月
７
日　

問
い

２０

１１

合
わ
せ
▼
水
道
工
務
課

�

　

４
月
か
ら
勤
務
で
き
る
臨
時
看
護

師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
▼
２
人　

勤
務
時
間
▼
平

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

給
与
▼
日
給
８
８
０
０
円
、
通
勤
割

り
増
し
１
日　

円　

申
し
込
み
・
問

２００

い
合
わ
せ
▼
写
真
を
つ
け
た
履
歴
書

と
資
格
証
明
書
を
持
参
し
て
児
童
課

へ
　

地
域
農
業
の
発
展
、
農
業
経
営
が

他
の
模
範
、
農
業
後
継
者
で
今
後
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
人
を
顕
彰
す
る
第

　

回
安
城
市
農
業
賞
の
受
賞
者
が
決

１７ま
り
ま
し
た
。

◆
む
ら
づ
く
り
活
動
部
門

稲
垣 
甚  
作 
さ
ん
（
古
井
町
）

じ
ん 
さ
く

　

古
井
町
町
内
会
長
と
し
て
、
農
用

地
利
用
改
善
組
合
長
（
東
部
代
表
）

を
兼
務
す
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興

協
議
会
、
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の

委
員
な
ど
を
務
め
、
市
及
び
地
域
農

業
経
営
対
策
に
そ
の
職
責
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
安
城
市
農
協

総
代
や
地
域
の
資
産
管
理
相
談
会
会

長
を
務
め
、
安
城
鹿
乗
工
区
副
委
員

長
と
し
て
ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
し
た
。
平
成　

年
に
は
、
コ

１３

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

む
ら
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
し
て
多

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

◆
農
業
青
年
奨
励
部
門
（
個
人
の
部
）

大
見 
宏  
良 
さ
ん
（
新
田
町
）

ひ
ろ 
よ
し

　

Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
と
し
て
、
営
農

部
会
員
の
父
親
に
つ
い
て
、
地
域
農

業
の
担
い
手
の
一
員
と
な
り
、
大
型

機
械
化
、
先
進
的
技
術
の
導
入
な
ど

で
、
農
地
の
有
効
利
用
向
上
、
三
別

地
区
の
営
農
集
積
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
会
長

を
務
め
、
あ
い
ち
中
央
農
協
青
年
部

安
城
地
区
部
長
と
し
て
活
発
な
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
早
々

に
は
経
営
全
体
を
父
か
ら
引
き
継
ぎ
、

営
農
部
会
員
と
し
て
、
地
域
農
業
の

発
展
と
活
性
化
を
進
め
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
農
業
青
年
奨
励
部
門
（
法
人
の
部
）

沓
名 
政  
勝 
さ
ん
（
和
泉
町
）

ま
さ 
か
つ

　

農
業
経
営
に
異
業
種
の
経
験
を
生

か
す
た
め
に
就
職
し
、
父
親
か
ら
経

営
移
譲
を
受
け
就
農
し
ま
し
た
。
経

営
の
安
定
と
合
理
化
を
目
指
し
、
農

事
組
合
法
人
和
泉
営
農
組
合
に
加
入

し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
同
組

合
で
は
、
土
地
利
用
型
経
営
部
門
の

担
当
と
し
て
不
耕
起 
乾  
田  
直  
播 
な
ど

か
ん 
で
ん 
じ
か 
ま
き

の
低
コ
ス
ト
栽
培
や
稲
・
麦
・
大
豆

と
キ
ャ
ベ
ツ
・
タ
マ
ネ
ギ
を
複
合
的

に
組
み
合
わ
せ
た
農
地
の
有
効
利
用

を
提
案
し
、
事
業
規
模
拡
大
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。
仲
間
や
地
域
の
信

望
も
厚
く
、
優
れ
た
農
業
後
継
者
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
農
務
課

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
総
務

省
所
管
の
認
可
法
人
）
で
は
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

対
象
▼
①
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど

そ

の

他

恩
給
欠
格
者
・
引
き
揚
げ

者
に
書
状
を
贈
呈

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

広報あんじょう　2003.2.1

安
城
市
農
業
賞
に 

稲
垣
甚
作
さ
ん
ら

明治用水緑道市民駅伝大会の

交通規制のご協力を！２月９日
（日）

市
立
保
育
園
臨
時
看
護
師

※交通規制・う回路は、現場

係員の指示に従ってください。 問い合わせ

同駅伝大会実行委員会

（体育課内／�〈７５〉３５３５）



地
域
」
を　

月　

日
付
け
で
変
更
し

１２

２７

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
▼
都
市
計
画
課　

「
親
と
子
の

　
　

対
話
が
つ
く
る　

よ
い
家
庭
」

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

で
す
。
こ
れ
は
家
庭
の
持
つ
重
要
性

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
一
家
団
ら

ん
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
に
と
、
県

が
定
め
た
も
の
で
す
。　

　

こ
の
機
会
に
、
一
人
ひ
と
り
が
明

る
く
楽
し
い
家
庭
を
作
る
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
合
っ
た
楽
し
い
「
家
庭
の

日
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
家
体
育
室

第
３
日
曜
日
は
無
料
開
放

　

青
少
年
の
家
で
は
、「
家
庭
の
日
」

の
第
３
日
曜
日
に
、
親
子
で
利
用
す

る
場
合
は
無
料
で
体
育
室
が
使
え
ま

す
。
卓
球
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

問
い
合
わ
せ
▼
青
少
年
の
家
（�

〈　

〉３
４
３
２
）

７６

親
子
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
場

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
深
い

「
そ
ん
ご
く
う
の
大
冒
険
」
を
公
演

し
ま
す
。

と
き
▼
３
月　

日�
午
前　

時　

分
・

２３

１０

３０

午
後
２
時　

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
ア

イ
リ
ス
ホ
ー
ル　

入
場
料
▼
１
２
０

０
円
（
全
席
指
定
、
２
月　

日�
か

２２

ら
同
館
で
前
売
り
券
を
発
売
）　

問

い
合
わ
せ
▼
同
館
（�
〈　

〉２
０
７

２１

１
）

第　

回
記
念
朝
日
陶
芸
展

４０

　

海
外
か
ら
の
応
募
を
含
む　

点
の

６５９

中
か
ら
選
ば
れ
た
入
賞　

点
と
入
選

１１

　

点
を
展
示
し
ま
す
。

９９と
き
▼
２
月　

日�
ま
で
の
午
前
９

２３

時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
日
休
館
）　

と
こ
ろ
▼
か
わ
ら
美
術
館　

観
覧
料

▼
高
校
生
以
上　

円
６００

子
育
て
マ
マ
陶
芸
教
室　

　

焼
き
物
作
り
と
朝
日
陶
芸
展
の
見

学
を
し
ま
す
。　

※
託
児
付
き

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
１
時　

分

１９

３０

〜
４
時　

と
こ
ろ
▼
同
館
美
術
陶
芸

創
作
室　

対
象
▼
子
育
て
中
の
母
親

定
員
▼　

人　

参
加
費
▼
１
０
０
０

２０

円
（
陶
芸
体
験
料
、
観
覧
料
を
含
む
）

申
し
込
み
▼
電
話
で
同
館
（�
〈　

〉
５２

３
３
６
６
）
へ

問
い
合
わ
せ
▼
同
館　

　

能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経

済
的
な
理
由
で
高
等
学
校
（
公
・
私

立
）
の
進
学
や
修
学
が
困
難
な
人
を

対
象
に
、
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

対
象
▼
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的
な

理
由
で
進
学
や
修
学
が
困
難
な
学
力

優
秀
な
人
で
、
ほ
か
の
奨
学
金
を
受

け
て
い
な
い
人　

奨
学
金
▼
月
額
９

０
０
０
円
以
内
で
、
６
か
月
分
ず
つ

年
２
回
支
給　

※
返
還
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼
３
月　

日�
ま
で
に
、
今
年

３１

進
学
す
る
人
は
在
学
し
て
い
る
中
学

校
へ
、
高
校
在
学
中
の
人
は
市
教
育

委
員
会
総
務
課
へ　

素
案
の
閲
覧

と
き
▼
２
月
５
日�
〜
３
月
４
日�

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）　

と
こ
ろ
▼
県
都
市
計
画
課
及
び
市
都

市
計
画
課　

※
県
都
市
計
画
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.

a
ic
h
i.jp
/to
s
h
i/

）
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。　

意
見
募
集

と
き
▼
２
月
５
日�
〜
３
月
４
日�

応
募
方
法
▼
住
所
・
氏
名
・
職
業
・

年
齢
を
記
入
し
て
、
県
都
市
計
画
課

（
〒　
�
８
５
０
１
住
所
不
要
）
へ

４４６

公
聴
会

と
き
▼
５
月　

日�
午
後
１
時　

と

２１

こ
ろ
▼
県
知
立
建
設
事
務
所
大
会
議

室
（
知
立
市
上
重
原
町
）

　

公
聴
会
で
公
述
を
希
望
す
る
人
は
、

意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
・
住
所
・

氏
名
・
職
業
・
年
齢
を
明
記
し
、
２

月　

日�
か
ら
３
月
４
日�
ま
で
に

１８
県
知
事
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
述
申
し
立
て
が
な
い
場

合
、
公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
▼
県
都
市
計
画
課
（�

　
〈　

〉６
５
１
６
）

０５２
９５４

　

本
紙
昨
年
８
月　

日
号
で
お
知
ら

１５

せ
し
た
「
衣
浦
東
部
都
市
計
画
用
途

高
校
進
学
・
修
学
に 

市
の
奨
学
金
制
度
を

家
庭
の
日 

県
民
運
動
実
施
中

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２

� 広報あんじょう　2003.2.1

入
市

空
営

き
住

家
宅

入居者募集

入居時の家賃（円／月）間 取 り建 設 年 度部 屋 番 号住宅名

８，０００～１７，６００２ＤＫＳ４６ ※４８ 広 　 畔 
ひろ くて

（安城町）

１４，４００～３０，５００３ＤＫＳ５０ Ｂ- ４０６ 大  山  田 
おお やま だ

 東 
ひがし

（大東町）

２１，５００～４７，１００３ＤＫＳ６０※ Ｃ- １０４ 小 　 川 
お がわ

（小川町）

注１　※の住宅は、高齢者世帯などが優先的に入居できます。

注２　募集期間中に応募がない場合は、２月１４日�から２０日

　　　�まで先着順に受け付けます。

注３　家賃は入居者の収入などに応じて決まります。なお、

上記の家賃は、入居時における家賃であり、毎年度変

更することになります。

募集住宅一覧

募集期間�２月５日�～１２日�（土・日曜日、祝日

は除く）　 受付時間�午前９時～午後５時　提出書

類�入居申込書（抽せん後、仮当せん者は入居資格

審査に必要な書類を提出）　※入居資格に該当する

ことを確認のうえお申し込みください。　申し込み・

問い合わせ�建築課へ　※申込案内書は、常時配布

しています。なお、入居資格として所得制限などが

あります。

圏
域
だ
よ
り

圏
域
だ
よ
り

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

衣
浦
東
部
５
市

高浜 刈谷

衣
浦
東
部
都
市
計
画
が 

変
更
さ
れ
ま
し
た

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー 

プ
ラ
ン
（
素
案
）
の 

意
見
募
集
と
公
聴
会

曜


